
第 2 5 回 インカ レ 優 勝

白倉

昭和 50年 7月 16日～ 17日、佐賀大学自動車部当番のイ ンカ レナイトラ

リーが行なわれた。インカレラリーでナイトラリーが行なわれたのは、最近な

かっただけ匠どういうラリーであるかといろいろ思案したが、私達は自動車部

員 としての最後の学生ラリーを成績はどうであれ一生懸命頑張ろう と誓 った。

このラリーには 3年生チームと私達 4年生チームの 2台がエントリーした。

どちらも 3名乗車である。私達の車は前回部誌で紹介した山口大学主催のラリ

ーで優勝したプルバード SSSのラリー仕様車である。 ドラバーは坂井君、ナ

ビゲーク ーは高橋君、そして私はカリキュレークーである。開会式の前から雲

行きが悪くなり、雨が降り出した。この調子だとラリー中、雨と霧に悩まされ

そうである。 ドライバーズミーティングは前日行なわれていたので PM7:oo

からの開会式並び匠ミーティングは公式通知の追加だけであった。それによる

とバスコン (PO)116.110指示速度の変更である。私達は、一瞬目を疑った。

2 0 0 Kmのラリーだから POは多くとも 10 0個以内だと確信していたからだ。

私達は今日のラリ ー もPOの勝負だなと思った。

さて車検も終り、いよいよスタ ー ト時刻匹せまりつつある。 1号車のスクー

ト時刻は午後 9時 01分である。 3年生チームは、 2号車で 9時 02分スター

ト。私達は 6号車で 9時 06分ス ター トである。いよいよ 1号車がスクートし

た。次に私達は 3年生チームを見送り自分達のスター ト時刻を待った。坂井君

と私は一般ラリー等、今まで何度となくラリー匠出場した事はあったが、この

ラリ ー前の緊張感は言うまでもなくひとしおなものである。この短い時間匠私

達は問題をもらったら何をするか再確認し合った。前の車がスクー トした。問
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題が渡された。地菌 (MAP)と指示書をとり出す。表紙を読む。 MAPは 「正

門前のドンツキ左」。

いよいよ 9時 06分他大学の部員が見送る中をスタート。この時は心配され

た雨も止んでいた。 POを探しながら MAP通り匠車は快調II[進んでいく。とこ

るが PO4から PG6まで見落としてしま った。仕方がないので私は等区間距

離で計算を行なうこと匠した。こうして OMCPまで 3つの POを見逃した匹も

かかわらず、どうにか OMOPvcたどりついた。先妬ついているはずの 3年生

チームがまだ来ていない。あとで開いてみるとミスコースしたとか。私はOM

OPで OMCPのスクート時刻の計算を行う。前席では坂井君と高橋君がMAP

匠指示を書き入れている。計算上のスクート時刻がでた。スク＿卜まであと数

分しか残っていない。全員気を落ちついてスクート時刻をまつ。

『ハイ 15秒前スクー ト』とカリ 。『次のMAPは00PC00』とナピ。

『OK/』とドライバー。『オンクイム 、 でもあの POの距離はあれで良いの

かな』とカリ、『悪い 、悪の』とナビ、『あんなもんさ、違っていても 1~ 2 

分だから気冗せずに行くぞ』とドライパー。そうこうしているうちl(C1チェッ

クポイント (CP)。正解秒が 29秒。 計算上で 30秒前後た出たからもしか

すると減点 0ではないかと期待したが、結局丁度 1分遅れの戚点 1。次の20P

は秒計時である。 1OPからの指示速度は、 31. 6 Km/h、次の POから 42.. 1 

Km/h VC上った。山道の舗装路でコーナーが急なとこるもあるが、一般ラリー

で鍛えた坂井君の腕からするとたいした事はない。間もなくチェックポイント

があると思ったがない。つい匠ダートに入り指示速度が 24. 0 Km/hに down、

ドライベーの坂井君は、この指示速度忙やや不満そう。それから約 3Km先l(C2 

CP。(4秒早着）

この頃から止んでいた雨がまた降り出してきて、少し霧も出てきたようであ

る。 3OPは難なくオンクイ ムで減点 0。 3OPを過ぎた頃から大雨となって
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きた。 PCの目標物がとても見えにくい。やがて PC4 6初速 34. 2 Km/hで 1

Km毎 VC9%up downの指示である。ここで私は計算ミスを犯してしまった。

指示 よりも少し高い指示速度で計算していたのだった。 ミス侭気がついた時に

4 OPが現われた。時計を見ると 57秒～ 58秒である。私は大雨の中を走っ

ていくナビに大声で『｀｀次の分”./20分 ／』 と大声で叫んだ。 オフィジャルは

｀`前の分 ”しかくれないだるうとあきらめていたが、あの雨の中で高橋君のガッ

ツに負けたらしく要求通りに次の分 (20分）のチェックカ ードを くれたので

ある。車侭帰った高梱君はピショビジョであ った。これで 4OPも減点 0。こ

のあとも雨が激しく降りつづけ、いよいよ PCが見えに くい。どうも PCを見

落と したらしく POが出てこない。ここで私達は 5分の レス コンをとること匹

するっ前紀 は 1号車の福岡大学のセドリックが止まっている。彼らも計算がわ

からないらしい。私が計算をやり直している間(ir.5 m ぐらいパックすると 、そ

こにあの POがある ではないか。非常匠幸運である。しかし 、すでに 2分位遅

れていたのでやはり 5分レスコンをとることにした。こうして 5C Pも滅点 0。

コースは北山ダムヘ向って いるらしか った。 60Pも減点〇。前半最後の 7C 

Pは秒計時である。 70P手前で 1北山 ダ外の PCを見落として 17秒早着の

減 点 0.3。 レスコン地点妬は私達が 1番に着いたが、他大学の応援隊が集まっ

ていた。

再スクートまで約 30分位あったが、私逹は軽い食事を済ませた。車の点検

と後半の問題の確認を済ませた。やがて 3年生チームがレスコン地点匹来た。

カリの安永君が車酔いでダウンしたとかで、 ドライバーの感で走ったとの事で

ある。さていよいよ後半の競技が始る。前半の競技ではどのチームもあ まり差

はな〈、後半が勝負だるうと思った。後半はさきほどの大雨も止み、 とこるど

ころ（C星が見えるくらいになった。 8CPォンクイムで減点 0、 9CPは秒計

時で減点 0.2、 1 0 0 P減点 1、時計は 4時を回っていて一番眠たい時間であ
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る。たばこをすって眠たさをまぎらわす。 1 1 0 Pの減点 0、 12 0 P減点 1

1 3 C P減点 0。

1 3 C Pをすぎて から PCを続けて 2つも見落し て l0分のレスコンをとる

こと匹した。現在の指示は『初速 15 Km/hで'1Km毎花 10％の up、 down』

である。道は車一台ぎりぎり通れる位狭い。しかし 15 Km/hというのはあま

り侭も遅すぎる。 一速でどんなたゆっくり走っても必ず先行する。つい匠ドラ

イパ ーの坂井君が頭匹きたのか途中から 30 Km/hぐらいで走りだした。彼匠

言 わせると 、とんな狭い所匠は OPはないから広い所で止まるつもりであった

そうだが、なんとその最初の広い所に CP 1 4があった。結局 5分 レス コン申

請侭変更して 90秒遅れの減点1.8。次はゴールのスクンド CP(申請 OP)

である。私達は POの距離をとり無事佐賀大学の正門をくぐった。正解表を見

てみると 14 0 Pまで減点 5.4である私達は優勝どこるか入賞さえも完全匹あ

きらめた。私は最後のスタンド CPの計算を何度もやり直し 、オ フィツャ ルに

提出した。あとは表彰式を待っだけである。

約 2時間後、暫定結果の発表である。私達九工大Aチーム は 2位である。 1

位は九産大チームである。私達はあきらめていただけ花 一応喜び合った。と こ

るがよく見ると最後のスクンド CPでの減点が時間陀して約 90秒の減点 であ

る。 POは全部とっているし、こんな侭違うわけはないと思ってもう 一度計算

したがやはり私達の計算通りである。しばらくしてオフィジ ャルの正解のミス

を見つけ抗議を行い、またオフィジャルもミスを認めて計算をやり直した。私

達は減点は少 なく なるだるうが順位はそのま まだろう と思っていた。と こるが

1位の九産大がオフィツャルと同じミスをしたのだろうか、スクン ドOPで大

督減点をくらってあっさりと 1位と 2位がひ っくり返ってし まったので ある。

私達は信じられない気持ちで恥も気にせず互いに手をとり喜び合った。疲れ

も眠気も 一瞬吹き 飛んだ感じである。
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結局、 1位は九工大Aチーム 2位は九産大、九工大 Bチーム (3年生チーム）

は 12位であった。最近、我がクラプで Aチームがラリーで入賞したことはな

かったが 、ここにジンクスを堂々と破ったのである。

このラリーを通して、ラリーという競技はチームワークが一番大切であり最

後まであきらめてはならないということを再び痛感した。

又、他大学はぽとんど 4名乗車であるが各人協力しさえすれば 3名乗車でも

充分であると思った。それから競技自体に ついて感じた事は、いくら学生 ラリ

ーとは言えあ まり に計算主体のラリーでは車が走れないということである。

別に計算がめんどうだからという意味ではない。計算を行ないながら車が進

むー一これがラリーではないだるうか。

と匠かく去年のインカレラリ ーでは惜しくも 2位に甘んじたが、今会はチー

ムの和で優勝できた事をここに報告する次第である。
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